
(57)【要約】

【課題】ハンマアームと、ハンマヘッドと、それらを連

結するハンマペグとを備えた破砕機組立体において、ハ

ンマヘッドの打撃時に生じる衝撃が、ハンマヘッドから

ハンマアームに圧縮力として作用するようにして、その

衝撃がハンマペグに作用しないようにして、そのハンマ

ペグの曲げ、損傷を防止し、ハンマヘッドの交換作業性

を向上するようにした。

【解決手段】ハンマアーム１５に膨大部２０を一体に設

け、この膨大部２０にハンマヘッド１６の後端面が衝き

当たる受面２０ａを形成し、ハンマヘッド１６に作用す

る衝撃が、膨大部２０を介してハンマアーム１５に圧縮

力として作用するようにした。

【選択図】　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
破 砕 容 器 （ １ ） 内 の 回 転 手 段 に 連 結 さ れ る ハ ン マ ア ー ム （ １ ５ ） と 、 該 ハ ン マ ア ー ム （ １
５ ） に 相 対 変 移 可 能 に 連 結 さ れ る ハ ン マ ヘ ッ ド （ １ ６ ） と 、 ハ ン マ ア ー ム （ １ ５ ） と ハ ン
マ ヘ ッ ド （ １ ６ ） と に 跨 が っ て 連 結 さ れ る ハ ン マ ペ グ （ １ ７ ） と を 備 え た 、 破 砕 機 に お け
る ハ ン マ 組 立 体 に お い て 、
前 記 ハ ン マ ア ー ム （ １ ５ ） に は 、 膨 大 部 （ ２ ０ ） が 一 体 に 設 け ら れ 、 こ の 膨 大 部 （ ２ ０ ）
に ハ ン マ ヘ ッ ド （ １ ６ ） の ハ ン マ ア ー ム （ １ ５ ） に 近 づ く 側 の 後 端 面 と 衝 合 可 能 な 受 面 （
２ ０ ａ ） が 形 成 さ れ 、 被 破 砕 物 の 破 砕 時 に 、 ハ ン マ ヘ ッ ド （ １ ６ ） に 作 用 す る 衝 撃 を 前 記
膨 大 部 （ ２ ０ ） に 作 用 さ せ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 破 砕 機 に お け る ハ ン マ 組 立 体
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 膨 大 部 （ ２ ０ ） は 、 ハ ン マ ア ー ム （ １ ５ ） の 中 間 部 に 設 け ら れ 、 前 記 ハ ン マ ヘ ッ ド （
１ ６ ） に 近 づ け て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 請 求 項 １ 記 載 の 破 砕 機 に お け る
ハ ン マ 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ハ ン マ ア ー ム （ １ ５ ） の 膨 大 部 （ ２ ０ ） の 受 面 （ ２ ０ ａ ） と 、 ハ ン マ ヘ ッ ド （ １ ６ ）
の ハ ン マ ア ー ム （ １ ５ ） に 近 づ く 側 の 後 端 面 と の 対 向 面 間 に 中 間 部 材 （ ３ ０ ） を 介 在 さ せ
、 ハ ン マ ヘ ッ ド （ １ ６ ） に か か る 衝 撃 を 、 該 中 間 部 材 （ ３ ０ ） を 介 し て 前 記 膨 大 部 （ ２ ０
） に 作 用 さ せ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 破 砕 機 に お け
る ハ ン マ 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 中 間 部 材 （ ３ ０ ） は 、 ハ ン マ ア ー ム （ １ ５ ） と ハ ン マ ヘ ッ ド （ １ ６ ） と を 相 対 変 移 さ
せ 、 そ れ ら を ハ ン マ ペ グ （ １ ７ ） に 係 合 さ せ る よ う に 付 勢 し て 、 該 ハ ン マ ペ グ （ １ ７ ） の
そ れ ら か ら の 抜 け 出 し を 防 止 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 請 求 項 ３ 記 載 の 、 破
砕 機 に お け る ハ ン マ 組 立 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 塵 芥 、 ガ ラ ス 、 金 属 材 な ど の 被 破 砕 物 を 破 砕 す る 破 砕 機 に お け る ハ ン マ 組 立 体
に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 破 砕 容 器 内 に 設 け た 回 転 軸 に ハ ン マ ア ー ム を 固 定 し 、 こ の ハ ン マ ア ー ム に ハ ン マ ペ
グ を 以 て ハ ン マ ヘ ッ ド を 連 結 し 、 ハ ン マ ヘ ッ ド の 回 転 に よ り 、 こ れ を 破 砕 容 器 内 に 投 入 さ
れ た 被 破 砕 物 に 衝 突 さ せ 、 そ の 時 の 衝 撃 に よ り そ の 被 破 砕 物 を 破 砕 す る よ う に し た 破 砕 機
は 公 知 で あ る （ た と え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ５ ８ － １ ２ ４ ５ ４ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 前 記 特 許 文 献 に 開 示 さ れ る 、 ハ ン マ ア ー ム 、 ハ ン マ ヘ ッ ド お よ び ハ ン マ ペ グ よ
り な る 破 砕 機 の ハ ン マ 組 立 体 は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ハ ン マ ア ー ム の 先 部 を ハ ン マ ヘ ッ ド
に 差 し 込 み 、 互 い に 連 通 す る ハ ン マ ア ー ム の ピ ン 孔 と 、 ハ ン マ ヘ ッ ド の 上 、 下 孔 と に ハ ン
マ ペ グ を 嵌 挿 し て ハ ン マ ア ー ム と ハ ン マ ヘ ッ ド と を 前 後 方 向 に 相 対 変 移 可 能 に 連 結 し 、 被
破 砕 物 を 、 ハ ン マ ア ー ム と 共 に 回 転 す る ハ ン マ ヘ ッ ド の 打 撃 に よ り 破 砕 す る よ う に 構 成 さ
れ る が 、 そ の 破 砕 時 に ハ ン マ ヘ ッ ド に 作 用 す る 衝 撃 は ハ ン マ ペ グ に よ っ て 受 け ら れ 、 該 ハ
ン マ ペ グ に は 、 曲 げ お よ び 剪 断 が 作 用 し 、 そ の 結 果 、
▲ １ ▼ ハ ン マ ペ グ に は 、 曲 げ が 発 生 し て 、 そ の ハ ン マ ヘ ッ ド の 交 換 時 （ ハ ン マ ヘ ッ ド の エ
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ッ ジ 部 が 丸 く な っ て 破 砕 能 力 が 低 下 し た 時 ） に 、 ハ ン マ ペ グ が 抜 き 取 り に く く な り 、 そ の
交 換 作 業 に 手 間 取 り 、 延 い て は そ の 交 換 が で き な く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
▲ ２ ▼ ハ ン マ ペ グ が 剪 断 さ れ 、 ハ ン マ ヘ ッ ド が 脱 落 す る 。
な ど の 事 態 を 生 起 す る こ と が あ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は か か る 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ハ ン マ ヘ ッ ド に 打 撃 時 の 衝 撃 が 作 用 し
た 場 合 に 、 そ の 衝 撃 を 直 接 ハ ン マ ア ー ム に 伝 達 し て 、 ハ ン マ ペ グ に は 、 曲 げ や 剪 断 が 作 用
し な い よ う に し て 、 前 記 問 題 を 解 決 で き る よ う に し 、 そ の 上 、 破 砕 機 の 破 砕 能 力 を 減 ず る
こ と な く 、 交 換 部 品 で あ る ハ ン マ ヘ ッ ド を 可 及 的 に 小 型 化 し て そ の ウ エ イ ト を 軽 減 し 、 そ
の 交 換 作 業 性 を 大 幅 に 向 上 し 、 さ ら に 、 ハ ン マ ペ グ の 抜 け 出 し を 確 実 に 防 止 で き る よ う に
し た 、 新 規 な 破 砕 機 に お け る ハ ン マ 組 立 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 破 砕 容 器 内 の 回 転 手 段 に 連 結 さ れ
る ハ ン マ ア ー ム と 、 該 ハ ン マ ア ー ム に 相 対 変 移 可 能 に 連 結 さ れ る ハ ン マ ヘ ッ ド と 、 ハ ン マ
ア ー ム と ハ ン マ ヘ ッ ド と に 跨 が っ て 連 結 さ れ る ハ ン マ ペ グ と を 備 え た 、 破 砕 機 に お け る ハ
ン マ 組 立 体 に お い て 、 前 記 ハ ン マ ア ー ム に は 、 膨 大 部 が 一 体 に 設 け ら れ 、 こ の 膨 大 部 に ハ
ン マ ヘ ッ ド の ハ ン マ ア ー ム に 近 づ く 側 の 後 端 面 と 衝 合 可 能 な 受 面 が 形 成 さ れ 、 被 破 砕 物 の
破 砕 時 に 、 ハ ン マ ヘ ッ ド に 作 用 す る 衝 撃 を 前 記 膨 大 部 に 作 用 さ せ る よ う に し た こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
か か る 特 徴 に よ れ ば 、 ハ ン マ ペ グ に 前 記 衝 撃 を 作 用 さ せ な い で 済 む こ と か ら 、 ハ ン マ ペ グ
の 曲 げ や 損 傷 を 防 止 し て 、 そ の ハ ン マ ペ グ の 、 ハ ン マ ア ー ム お よ び ハ ン マ ヘ ッ ド か ら の 抜
取 作 業 を 容 易 に し て 、 ハ ン マ ヘ ッ ド の 交 換 の 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 ま た ハ ン マ
ペ グ の 脱 落 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 請 求 項 １ 記 載 の も の に
お い て 、 前 記 膨 大 部 は 、 ハ ン マ ア ー ム の 中 間 部 に 設 け ら れ 、 前 記 ハ ン マ ヘ ッ ド に 近 づ け て
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
か か る 特 徴 に よ れ ば 、 ハ ン マ ア ー ム の 膨 大 部 は 、 ハ ン マ ヘ ッ ド の ウ エ イ ト の 一 部 に 代 替 え
さ せ る こ と が で き て 、 破 砕 能 力 を 減 ず る こ と な く ハ ン マ ヘ ッ ド を 小 型 、 軽 量 化 す る こ と が
で き 、 そ の 結 果 、 該 ハ ン マ ヘ ッ ド の 交 換 作 業 を 容 易 に し て そ の 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 請 求 項 １ ま た は ２ 記
載 の も の に お い て 、 前 記 ハ ン マ ア ー ム の 膨 大 部 の 受 面 と 、 ハ ン マ ヘ ッ ド の ハ ン マ ア ー ム に
近 づ く 側 の 後 端 面 と の 対 向 面 間 に 中 間 部 材 を 介 在 さ せ 、 ハ ン マ ヘ ッ ド に か か る 衝 撃 を 、 該
中 間 部 材 を 介 し て 前 記 膨 大 部 に 作 用 さ せ る よ う に し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
か か る 特 徴 に よ れ ば 、 中 間 部 材 が 緩 衝 材 と し て 作 用 し 、 ハ ン マ ヘ ッ ド か ら ハ ン マ ア ー ム に
作 用 す る 衝 撃 を 緩 和 す る こ と が で き 、 特 に 、 中 間 部 材 を 弾 性 材 に よ り 構 成 す れ ば 、 そ の 緩
衝 作 用 が 一 層 顕 著 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 請 求 項 ３ 記 載 の
も の に お い て 、 前 記 中 間 部 材 は 、 ハ ン マ ア ー ム と ハ ン マ ヘ ッ ド と を 相 対 変 移 さ せ 、 そ れ ら
を ハ ン マ ペ グ に 係 合 さ せ る よ う に 付 勢 し て 、 該 ハ ン マ ペ グ の そ れ ら か ら の 抜 け 出 し を 防 止
す る よ う に し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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か か る 特 徴 に よ れ ば 、 ハ ン マ ペ グ の 、 ハ ン マ ア ー ム お よ び ハ ン マ ヘ ッ ド か ら の 落 下 、 飛 び
出 し を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 図 面 に 例 示 し た 本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ い て 以 下 に 具 体 的 に 説
明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま ず 、 図 １ ～ ７ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 ハ ン マ 組 立 体 を 備 え た 破 砕 機 の 一 部 破 断 側 面 図 、 図 ２ は 、 ハ ン マ 組 立 体 の
分 解 斜 視 図 、 図 ３ は 、 図 １ の ３ － ３ 線 に 沿 う 拡 大 断 面 図 、 図 ４ は 、 図 ３ の ４ － ４ 線 に 沿 う
断 面 図 、 図 ５ （ ａ ） ， （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） は 、 ハ ン マ ア ー ム 先 部 の の 断 面 、 平 面 お よ び 底
面 図 、 図 ６ （ ａ ） ， （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） は 、 ハ ン マ ペ グ の 側 面 、 平 面 お よ び 底 面 図 、 図 ７
（ ａ ） ， （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） は 、 ハ ン マ 組 立 体 の 組 み 立 て 順 序 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に お い て 、 破 砕 機 の 破 砕 容 器 １ は 、 そ の 主 体 部 ２ が 漏 斗 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 一
側 上 面 に 投 入 口 ３ が 、 ま た そ の 他 側 下 部 に 排 出 口 ４ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 さ ら に 、 そ の 他
端 上 部 に 跳 出 口 ５ が 設 け ら れ 、 こ の 跳 出 口 ５ に は 、 開 閉 扉 ６ が 開 閉 自 在 に 吊 下 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
破 砕 容 器 １ 内 の 中 央 部 に は 、 鉛 直 方 向 に 延 び る 駆 動 軸 ７ が 軸 受 ８ を 介 し て 回 転 自 在 に 支 承
さ れ 、 こ の 駆 動 軸 ７ は 、 破 砕 容 器 １ の 中 央 上 部 に 搭 載 さ れ る 原 動 機 １ ０ に 継 手 １ １ を 介 し
て 連 結 さ れ て い る 。 駆 動 軸 ７ に は 、 複 数 の 回 転 体 １ ２ が 上 下 方 向 に 重 ね て キ ー 嵌 合 さ れ て
お り 、 そ れ ら の 回 転 体 １ ２ は 駆 動 軸 ７ と 一 体 に 回 転 さ れ る 。 複 数 の 回 転 体 １ ２ の 周 縁 部 に
は 、 そ れ ぞ れ 周 方 向 に 略 等 間 隔 を 存 し 複 数 の 支 持 軸 １ ４ が 縦 通 さ れ て 一 体 的 に 支 持 さ れ 、
そ れ ら の 支 持 軸 １ ４ に は 、 複 数 の ハ ン マ 組 立 体 Ｈ が 、 上 下 の 回 転 体 １ ２ 間 に 挟 持 さ れ た 状
態 で そ の 軸 方 向 に 間 隔 を あ け て 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
原 動 機 １ ０ の 駆 動 に よ り 駆 動 軸 ７ が 回 転 さ れ る と 、 複 数 の 回 転 体 １ ２ も 回 転 し 、 複 数 の ハ
ン マ 組 立 体 Ｈ は 、 遠 心 力 を 受 け て 放 射 状 に 張 り 出 し て 回 転 体 １ ２ と 一 体 に 回 転 し 、 投 入 口
３ よ り 投 入 さ れ た 、 塵 芥 、 ガ ラ ス 、 金 属 材 な ど の 被 破 砕 物 は 、 前 記 複 数 の ハ ン マ 組 立 体 Ｈ
に 順 次 に 衝 突 し て 破 砕 さ れ た の ち 、 排 出 口 ４ に 導 か れ 、 外 部 に 排 出 さ れ る 。 一 方 タ イ ヤ 、
モ ー タ な ど の 粗 大 で 破 砕 し に く い も の は 、 ハ ン マ Ｈ に よ り 跳 ね 飛 ば さ れ 、 跳 出 口 ５ よ り 外
部 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
つ ぎ に 、 図 ２ ～ ６ を 参 照 し て ハ ン マ 組 立 体 Ｈ を 構 成 す る 、 ハ ン マ ア ー ム １ ５ 、 ハ ン マ ヘ ッ
ド １ ６ 、 ハ ン マ ペ グ １ ７ お よ び 中 間 部 材 ３ ０ の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま ず 、 図 ２ ～ ５ を 参 照 し て ハ ン マ ア ー ム １ ５ の 構 造 に つ い て 説 明 す る に 、 こ れ は 、 断 面 四
角 で 板 状 に 形 成 さ れ て 前 後 方 向 に 延 び る ア ー ム 部 １ ８ と 、 こ の ア ー ム 部 １ ８ の 基 端 に 一 体
に 形 成 さ れ る ボ ス 部 １ ９ と を 備 え て お り 、 そ の ボ ス 部 １ ９ に 前 記 支 持 軸 １ ４ に 挿 通 連 結 さ
れ る 軸 受 孔 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 ア ー ム 部 １ ８ の 先 部 に は 、 ア ー ム 孔 ２ １ が 穿 設 さ
れ 、 ま た 、 そ の 中 間 部 に 膨 大 部 ２ ０ が 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 ア ー ム 孔 ２ １ は 、 上 下 方 向 に 軸 線 を も つ 円 形 に 形 成 さ れ 、 ア ー ム 部 １ ８ の 上 、 下 面 に
開 口 し て い る 。 図 ５ に 明 瞭 に 示 す よ う に 、 ア ー ム 孔 ２ １ の 下 面 に は 、 前 側 （ ア ー ム 部 １ ８
の 自 由 端 側 ） に 若 干 偏 心 さ せ た 、 ア ー ム 孔 ２ １ と 同 径 の 偏 心 孔 ２ １ ａ が 形 成 さ れ て お り 、
こ の 偏 心 孔 ２ １ ａ に よ り 、 ア ー ム 孔 ２ １ の 前 面 下 縁 に 三 日 月 状 の 係 止 段 部 ２ １ ｂ が 形 成 さ
れ 、 こ の 係 止 段 部 ２ １ ｂ は 、 後 に 述 べ る よ う に 、 ハ ン マ ペ グ １ ７ と 係 合 し て 、 該 ハ ン マ ペ
グ １ ７ の 組 付 時 の 位 置 決 め と 、 そ の 脱 落 を 防 止 す る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 前 記 膨 大 部 ２ ０ は 、 直 方 体 の ブ ロ ッ ク 状 に 形 成 さ れ て い て 、 ア ー ム 部 １ ８ の 全 周 に
わ た り 外 方 に 張 り 出 し て お り 、 そ の 前 面 （ ボ ス 部 １ ９ か ら 遠 ざ か る 側 の 面 ） に 、 ハ ン マ ヘ
ッ ド １ ６ の 後 端 面 を 受 け る 受 面 ２ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 膨 大 部 ２ ０ は 、 ハ
ン マ ヘ ッ ド １ ６ の ウ エ イ ト の 一 部 を 代 替 え し て 、 後 に 述 べ る よ う に ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 小
型 、 軽 量 を 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
つ ぎ に 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 構 造 を 説 明 す る に 、 こ れ は 、 上 下 面 が 平 坦 で あ り 、 平 面 が 扇
形 状 を な し て お り 、 そ の ハ ン マ ア ー ム １ ５ か ら 遠 ざ か る 前 端 面 は 円 弧 状 を な し 、 ま た ハ ン
マ ア ー ム １ ５ に 近 づ く 側 の 後 端 面 は 平 坦 面 に 形 成 さ れ て い る 。 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 中 央 部
に は 、 前 後 方 向 （ ハ ン マ ア ー ム １ ５ の 長 手 方 向 ） に 延 び る 断 面 長 方 形 の 連 結 孔 ２ ３ が 形 成
さ れ 、 こ の 連 結 孔 ２ ３ は 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 円 弧 状 の 前 端 面 お よ び 平 坦 な 後 端 面 に そ れ
ぞ れ 開 口 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 上 、 下 部 に は 、 前 記 連 結 孔 ２ ３ に そ
れ ぞ れ 連 通 す る 、 円 形 の ヘ ッ ド 上 孔 ２ ４ と 、 ヘ ッ ド 下 孔 ２ ５ が 同 心 上 に 穿 設 さ れ て い る 。
ヘ ッ ド 上 、 下 孔 ２ ４ ， ２ ５ は 、 ハ ン マ ア ー ム １ ５ に 穿 設 し た ア ー ム 孔 ２ １ と 同 径 か 、 そ れ
よ り も 若 干 大 径 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ し て 、 前 記 連 結 孔 ２ ３ に 前 記 ハ ン マ ア ー ム １ ５ の 先 端 部 を 抜 差 自 在 に 差 し 込 ん で 、 ア ー
ム 孔 ２ １ を 、 ヘ ッ ド 上 孔 ２ ４ お よ び ヘ ッ ド 下 孔 ２ ５ に 一 致 さ せ る こ と に よ り 、 後 述 す る ハ
ン マ ペ グ １ ７ を 、 そ れ ら の 孔 ２ ４ ， ２ １ ， ２ ５ に 嵌 挿 し て ハ ン マ ア ー ム １ ５ と 、 ハ ン マ ヘ
ッ ド １ ６ と が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ハ ン マ ア ー ム １ ５ は 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 連 結 孔 ２ ３ に 若 干 の 遊 び を 以 て 差 し 込 ま れ 、 そ
れ ら は そ の 遊 び の 範 囲 で 相 対 回 動 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 円 弧 状 前 端 面 の 左 右 両 側 に は 、 対 を な す 平 面 鋭 角 な エ ッ ジ Ｅ ， Ｅ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ は 図 ３ の 鎖 線 に 示 す よ う に 、 そ の 平 面 形 状 が 左 右 方 向 に 長 い 長 方
形 に 形 成 し て も よ い 。
図 ６ に 明 瞭 に 示 す よ う に 、 前 記 ハ ン マ ペ グ １ ７ は 、 ヘ ッ ド 上 孔 ２ ４ 、 ア ー ム 孔 ２ １ お よ び
ヘ ッ ド 下 孔 ２ ５ に そ れ ぞ れ 嵌 挿 さ れ る 上 部 ピ ン １ ７ Ｕ 、 中 間 部 ピ ン １ ７ Ｎ お よ び 下 部 ピ ン
１ ７ Ｄ （ 上 部 ピ ン １ ７ Ｕ よ り も 長 い ） を 上 下 方 向 に 縦 列 し て 一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の
う ち 中 間 部 ピ ン １ ７ Ｎ は 、 前 記 ア ー ム 孔 ２ １ に 嵌 挿 で き る 直 径 を 有 し て 真 円 に 形 成 さ れ 、
ま た 上 部 お よ び 下 部 ピ ン １ ７ Ｕ ， １ ７ Ｄ は 、 そ の 前 半 部 （ ハ ン マ ア ー ム １ ５ か ら 遠 ざ か る
側 の 半 部 ） が 中 間 部 ピ ン １ ７ Ｎ と 同 一 の 円 弧 面 に 形 成 さ れ 、 ま た 、 そ の 後 半 部 （ ハ ン マ ア
ー ム １ ５ に 近 づ く 側 の 半 部 ） が 中 間 部 ピ ン １ ７ Ｎ の 後 面 か ら 後 退 し た 円 弧 面 に 形 成 さ れ て
全 体 が 切 欠 円 状 を な し 、 上 部 お よ び 下 部 ピ ン １ ７ Ｕ ， １ ７ Ｄ と 、 中 間 部 ピ ン １ ７ Ｎ と の 境
界 に は 、 三 日 月 状 の 段 差 部 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ２ ， ４ に 示 す よ う に 、 ハ ン マ ア ー ム １ ５ の ア ー ム 部 １ ８ と 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ と の 間 に
は 、 弾 性 材 よ り な る 中 間 部 材 ３ ０ が 介 在 さ れ る 。 こ の 第 １ 実 施 例 で は 、 こ の 中 間 部 材 ３ ０
は 、 常 温 硬 化 型 の 特 殊 ポ リ ウ レ タ ン 合 成 樹 脂 （ 商 品 名 フ レ ク サ ン ） で 構 成 さ れ て い る 。 こ
の 合 成 樹 脂 は 、 二 液 （ 主 剤 と 硬 化 剤 ） を 混 合 す る こ と に よ り 常 温 で 硬 化 し 、 ゴ ム 状 の 弾 性
体 と な る も の で あ り 、 そ の 硬 化 後 の 形 状 は 、 額 縁 状 に 形 成 さ れ て 、 ハ ン マ ア ー ム １ ５ の ア
ー ム 部 １ ８ の 先 部 外 周 を そ の 全 周 に わ た っ て 囲 繞 す る よ う に 、 そ の ア ー ム 部 １ ８ の 先 部 に
設 け ら れ 、 そ の 前 後 両 面 は 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 後 端 面 と 、 ア ー ム 部 １ ８ の 膨 大 部 ２ ０ の
受 面 ２ ０ ａ 間 に 挟 ま れ る 。 そ し て 、 後 に 述 べ る よ う に 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 打 撃 時 の 衝 撃
は 、 こ の 弾 性 体 で あ る 中 間 部 材 ３ ０ を 介 し て ハ ン マ ア ー ム １ ５ に 圧 縮 力 と し て 伝 達 さ れ 、
ハ ン マ ア ー ム １ ５ に 作 用 す る 衝 撃 を 緩 衝 で き る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
つ ぎ に 、 主 に 図 ７ を 参 照 し て 、 ハ ン マ 組 立 体 の 組 み 立 て 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
▲ １ ▼ 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ハ ン マ ア ー ム １ ５ の ア ー ム 部 １ ８ の 先 部 に 、 ハ ン マ ヘ ッ
ド １ ６ の 連 結 孔 ２ ３ に 嵌 入 さ せ 、 ハ ン マ ア ー ム １ ５ の ア ー ム 孔 ２ １ と ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の
ヘ ッ ド 上 孔 ２ ４ お よ び ヘ ッ ド 下 孔 ２ ５ と を 一 致 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
▲ ２ ▼ つ ぎ に 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 そ れ ら の 孔 ２ ４ ， ２ １ ， ２ ５ に ハ ン マ ペ グ １ ７
を 嵌 挿 さ せ る 。 こ の と き 、 偏 心 孔 ２ １ ａ の 係 止 段 部 ２ １ ｂ に 、 中 間 部 ピ ン １ ７ Ｎ の 下 面 が
係 合 し て 、 ハ ン マ ペ グ １ ７ の 上 下 方 向 の 位 置 決 め が な さ れ る と 共 に 該 ハ ン マ ペ グ １ ７ の 脱
落 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
▲ ３ ▼ ハ ン マ ペ グ １ ７ の 前 記 孔 ２ ４ ， ２ １ ， ２ ５ へ の 嵌 挿 終 了 後 に 、 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ
う に 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ を 前 方 （ ハ ン マ ア ー ム １ ５ か ら 遠 ざ か る 側 ） に 移 動 さ せ れ ば 、 ヘ
ッ ド 上 ， 下 孔 ２ ４ ， ２ ５ と 、 ア ー ム 孔 ２ １ と が 前 後 に 齟 齬 し 、 こ れ に よ り ハ ン マ ア ー ム １
５ と 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ と が 一 体 的 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
と こ ろ で 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 前 方 移 動 に よ り 、 該 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 端 面 と 、 ア ー ム 部
１ ８ の 膨 大 部 ２ ０ の 前 面 す な わ ち 受 面 ２ ０ ａ と の 間 に は 、 間 隙 Ｄ が 形 成 さ れ 、 こ の 間 隙 Ｄ
に 中 間 部 材 ３ ０ を 構 成 す る 、 前 記 特 殊 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 の 二 液 （ 主 剤 と 硬 化 剤 ） の 混 合 液
を 注 入 し 、 所 定 時 間 （ 約 ２ ４ 時 間 ） 放 置 す れ ば 、 前 記 混 合 液 は ゴ ム 状 に 硬 化 す る 。 こ れ に
よ り 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 後 端 面 と 、 ア ー ム 部 １ ８ の 膨 大 部 ２ ０ の 受 面 ２ ０ ａ と の 間 に 、
弾 性 体 よ り な る 前 記 中 間 部 材 ３ ０ が 介 装 さ れ 、 こ の 中 間 部 材 ３ ０ は ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ を 前
方 に 付 勢 し て 、 そ の ヘ ッ ド 上 、 下 孔 ２ ４ ， ２ ５ お よ び ア ー ム 孔 ２ １ を 、 ハ ン マ ペ グ １ ７ に
係 合 さ せ 、 ハ ン マ ア ー ム １ ５ と 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ と の ハ ン マ ペ グ １ ７ に よ る 連 結 を 確 実
な も の と す る こ と が で き 、 ハ ン マ ペ グ １ ７ の 抜 け 出 し を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 ハ ン マ 組 立 体 Ｈ を 分 解 す べ く 、 ハ ン マ ペ グ １ ７ を 、 ハ ン マ ア ー ム １ ５ お よ び ハ ン マ
ヘ ッ ド １ ６ か ら 抜 き 取 る と き は 、 前 記 中 間 部 材 ２ ０ を 取 り 外 し て 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ が ハ
ン マ ア ー ム １ ５ に 対 し て 後 退 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
つ ぎ に 、 こ の 第 １ 実 施 例 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
前 述 し た よ う に 、 ハ ン マ 組 立 体 Ｈ が 組 み 立 て ら れ た 状 態 に お い て 、 原 動 機 １ ０ に よ り 駆 動
軸 ７ を 駆 動 す れ ば 、 そ の ハ ン マ 組 立 体 Ｈ は 、 回 転 体 １ ２ と 一 体 と な っ て 回 転 し 、 ハ ン マ ヘ
ッ ド １ ６ は 、 そ こ に 作 用 す る 遠 心 力 で ハ ン マ ア ー ム １ ５ に 対 し て 外 方 （ 前 方 ） に 付 勢 さ れ
、 ハ ン マ ペ グ １ ７ の 上 部 ピ ン １ ７ Ｕ は 、 ヘ ッ ド 上 孔 ２ ４ の 前 面 （ 図 ３ ， ４ 左 面 ） に 、 そ の
下 部 ピ ン １ ７ Ｄ は 、 ヘ ッ ド 下 孔 ２ ５ の 前 面 （ 図 ３ ， ４ 左 面 ） に そ れ ぞ れ 一 層 強 く 係 合 し 、
こ の と き 、 ハ ン マ ペ グ １ ７ の 段 差 ２ ６ は 、 ヘ ッ ド 上 、 下 孔 ２ ４ ， ２ ５ の 縁 部 に 係 合 し て 、
上 下 移 動 が 抑 止 さ れ 、 こ れ に よ り 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ は 、 ハ ン マ ア ー ム １ ５ に 一 層 確 実 に
連 結 さ れ る 。 そ し て 、 主 と し て 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 回 転 側 （ 打 撃 側 ） の エ ッ ジ Ｅ に よ り
、 破 砕 容 器 １ に 投 入 さ れ た 被 破 砕 物 の 破 砕 作 業 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
と こ ろ で 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ に よ る 破 砕 作 業 時 に 、 そ の ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 打 撃 に よ る 衝
撃 は 、 中 間 部 材 ３ ０ を 介 し て ハ ン マ ア ー ム １ ５ の 膨 大 部 ２ ０ に よ り 圧 縮 力 と し て 受 け る こ
と が で き 、 ハ ン マ ペ グ １ ７ に は 曲 げ や 剪 断 が 作 用 し な い の で 、 該 ハ ン マ ペ グ １ ７ に 曲 げ が
生 じ た り 、 こ れ が 損 傷 し た り す る こ と が な く 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 交 換 作 業 が 容 易 と な り
、 ま た 、 ハ ン マ ペ グ １ ７ の 脱 落 が 防 止 さ れ る 。 し か も そ の 衝 撃 は 、 中 間 部 材 ３ ０ に よ り 緩
衝 吸 収 さ れ る の で 、 ハ ン マ ア ー ム １ ５ へ 伝 達 さ れ る 衝 撃 が 緩 和 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-305961 A 2004.11.4



ま た 、 ハ ン マ ア ー ム １ ５ の 中 間 部 に に ウ エ イ ト の 大 な 膨 大 部 ２ ０ を 一 体 に 設 け 、 こ の 膨 大
部 ２ ０ が 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ に 近 づ け て 設 け ら れ 、 該 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の ウ エ イ ト の 一 部
に 代 替 え さ せ る こ と が で き る こ と か ら 、 破 砕 能 力 を 減 ず る こ と な く ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 大
幅 な 小 型 、 軽 量 化 が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 交 換 部 品 で あ る ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 小 型 化 に
よ る コ ス ト ダ ウ ン と 、 そ の ウ エ イ ト 軽 減 に よ る 作 業 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
つ ぎ に 、 図 ８ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ８ は 、 ハ ン マ 組 立 体 の 断 面 図 で あ り 、 図 中 、 前 記 第 １ 実 施 例 と 同 じ 要 素 に は 同 じ 符 号 が
付 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の 第 ２ 実 施 例 で は 、 弾 性 を 有 す る 中 間 部 材 ３ ０ と し て Ｏ リ ン グ を 用 い た 場 合 で あ り 、 こ
の Ｏ リ ン グ は 、 ハ ン マ ヘ ッ ド １ ６ の 後 端 面 と 、 ハ ン マ ア ー ム １ ５ の 膨 大 部 ２ ０ の 受 面 ２ ０
ａ と の 間 に 介 在 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
し か し て 、 こ の 第 ２ 実 施 例 の も の も 前 記 第 １ 実 施 例 の も の と 同 じ 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ の 実 施 例 に 限 定 さ れ る こ と な く 、
本 発 明 の 範 囲 内 で 種 々 の 実 施 例 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
た と え ば 、 前 記 実 施 例 で は 、 中 間 部 材 と し て 、 特 殊 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 Ｏ リ ン グ を 用 い た
場 合 を 説 明 し た が 、 こ れ ら に 代 え て 断 面 コ 字 状 や く さ び 状 の 金 属 板 、 板 バ ネ 、 ゴ ム 板 、 樹
脂 板 な ど の 他 の 同 効 物 を 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 破 砕 機 に お け る ハ ン マ 組 立 体 に お い て 、 前
記 ハ ン マ ア ー ム に は 、 膨 大 部 が 一 体 に 設 け ら れ 、 こ の 膨 大 部 に ハ ン マ ヘ ッ ド の ハ ン マ ア ー
ム に 近 づ く 側 の 後 端 面 と 衝 合 可 能 な 受 面 が 形 成 さ れ 、 被 破 砕 物 の 破 砕 時 に 、 ハ ン マ ヘ ッ ド
に 作 用 す る 衝 撃 を 前 記 膨 大 部 に 作 用 さ せ る よ う に し た の で 、 ハ ン マ ペ グ に そ の 衝 撃 を 作 用
さ せ な い で 済 む こ と か ら 、 ハ ン マ ペ グ の 曲 げ や 損 傷 を 防 止 し て 、 そ の ハ ン マ ア ー ム お よ び
ハ ン マ ヘ ッ ド か ら の 抜 取 作 業 を 容 易 に し て 、 ハ ン マ ヘ ッ ド の 交 換 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と
が で き 、 ま た ハ ン マ ペ グ の 損 傷 に よ る 脱 落 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 本 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 膨 大 部 は 、 ハ ン マ ア ー ム の 中 間 部 に 設 け ら れ
、 前 記 ハ ン マ ヘ ッ ド に 近 づ け て 配 置 さ れ て い る の で 、 該 膨 大 部 を ハ ン マ ヘ ッ ド の ウ エ イ ト
の 一 部 に 代 替 え さ せ る こ と が で き て 、 破 砕 能 力 を 減 ず る こ と な く ハ ン マ ヘ ッ ド を 小 型 、 軽
量 化 す る こ と が で き 、 該 ハ ン マ ヘ ッ ド の 交 換 作 業 を 容 易 に し て そ の 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
さ ら に 、 本 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ハ ン マ ア ー ム の 膨 大 部 の 受 面 と 、 ハ ン マ ヘ ッ ド
の ハ ン マ ア ー ム に 近 づ く 側 の 後 端 面 と の 対 向 面 間 に 中 間 部 材 を 介 在 さ せ 、 ハ ン マ ヘ ッ ド に
か か る 衝 撃 を 、 該 中 間 部 材 を 介 し て 前 記 膨 大 部 に 作 用 さ せ る よ う に し た の で 、 中 間 部 材 が
緩 衝 材 と し て 機 能 し 、 ハ ン マ ヘ ッ ド か ら ハ ン マ ア ー ム に 作 用 す る 衝 撃 を 緩 和 す る こ と が で
き 、 特 に 、 中 間 部 材 を 弾 性 材 に よ り 構 成 す れ ば 、 そ の 緩 衝 作 用 が 一 層 顕 著 に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
さ ら に ま た 、 本 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 中 間 部 材 は 、 ハ ン マ ア ー ム と ハ ン マ ヘ
ッ ド と を 相 対 変 移 さ せ 、 そ れ ら を ハ ン マ ペ グ に 係 合 さ せ る よ う に 付 勢 し て 、 該 ハ ン マ ペ グ
の そ れ ら か ら の 抜 け 出 し を 防 止 す る よ う に し た の で 、 ハ ン マ ペ グ の 、 ハ ン マ ア ー ム お よ び
ハ ン マ ヘ ッ ド か ら の 落 下 、 飛 び 出 し を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 ハ ン マ 組 立 体 を 備 え た 破 砕 機 の 一 部 破 断 側 面 図 （ 第 １ 実 施 例 ）
【 図 ２ 】 ハ ン マ 組 立 体 の 分 解 斜 視 図
【 図 ３ 】 図 １ の ３ － ３ 線 に 沿 う 拡 大 断 面 図
【 図 ４ 】 図 ３ の ４ － ４ 線 に 沿 う 断 面 図
【 図 ５ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） は 、 ハ ン マ ア ー ム 先 部 の の 断 面 、 平 面 お よ び 底 面 図
【 図 ６ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） は 、 ハ ン マ ペ グ の 側 面 、 平 面 お よ び 底 面 図
【 図 ７ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） は 、 ハ ン マ 組 立 体 の 組 み 立 て 順 序 を 示 す 断 面 図
【 図 ８ 】 ハ ン マ 組 立 体 の 断 面 図 （ 第 ２ 実 施 例 ）
【 図 ９ 】 従 来 の ハ ン マ 組 立 体 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 破 砕 容 器
１ ５ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ハ ン マ ア ー ム
１ ６ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ハ ン マ ヘ ッ ド
１ ７ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ハ ン マ ペ グ
２ ０ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 膨 大 部
２ ０ ａ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 一 端 面
３ ０ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 中 間 部 材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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